
 
 
 
 

平成２２年度 中国地方整備局総合評価審査委員会第一部会 

 

（第４２回）広島県東部ブロック総合評価審査部会 

 

 

 

     【 日  時 】平成２２年４月２７日（火）１０：００～１２：００ 

 

     【 場  所 】福山河川国道事務所 別館２階 第１会議室 

 

     【 参加者 】（委員） 
             委員長 ： 井上 矩之 福山大学経済学部国際経済学科教授 
             委 員 ： 藤井 堅  広島大学大学院工学研究科教授 
             委 員 ： 福永 重孝 福山商工会議所理事 

（発注事務所） 
  福山河川国道事務所,三次河川国道事務所（公園課）,八田原ダム管理所 
（事務局） 
  福山河川国道事務所 

 

 

 

 

         議 事 次 第 

 

 

 

     １．審査対象工事について 

 

     ２．審査対象業務について 

 

 



　　《　第４２回　》　審査対象工事件数（全体）
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１）簡易な施工計画の加算点

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

) 選
定
方
式

施
工
体
制
確
認
型

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
提
案

）
内容

1

加
算
点

内容
２

加
算
点

内容
３

加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／
安
全
管
理
優
良

請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／
　
安
全
管
理
優
良

技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

予
定
技
術
者
の
取
得
資
格

同
種
・
類
似
工
事
に
お
け
る
従
事
役
職
の
経

験 同
種
工
事
の
工
事
成
績

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

作
業
拠
点

技
能
者
の
配
置

ア
ス
フ

ァ
ル
ト
フ

ィ
ニ

ッ
シ

ャ
ー
の
保

有 Ａ
ｓ
合
材
プ
ラ
ン
ト
の
保
有
状
況

過
去
の
加
算
点
の
実
績

（
加
算
点
の
1
0
%

）

有
用
な
新
技
術
の
活
用

技
術
開
発

、
資
格
技
術
者
の
保
有

（
　
合
計
　

）

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
３
９
回
部
会

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
３
回
部
会

国道２号津之郷
舗装工事

Ａ
Ｓ
舗
装

Ａ

・土工　　　            　一式
・車道舗装        約1,500m2
（排水性舗装）
・切削ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　約6,000m2
（排水性舗装）
・歩道舗装        約2,000m2
・排水構造物　        一式
・区画線        　　　　一式
・附属物工　　         一式

交通量が多い国道２
号での交通規制を伴
う工事であることから
交通規制時における
一般交通への安全
対策が重要である。

3
月
31
日

4
月
22
日

5
月
18
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ 15.0 15.0

30.0

- - 15.0 -

交通規制時におけ
る一般交通への安
全対策に対する技
術的所見

15.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 － 4.0 2.0 1.0 － － － － 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 3.8 － － － －

41.8 0.0 71.8

2

3

4

5

４）施工管理体制
５）企業の技
術力

１）～
７）

③
減
点

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
：
-
1
0
%
又

は

、
口
頭
：
-
5
%

」

６）
労
働
福
祉

７）
地
域
貢
献

《　第４２回部会　》　　　【　入札前　（簡易型）従来方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

　
　
備
　
　
考

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

①施工体制
評価点

②加算点

1

（簡易型）　評価内容
２）企業の施工実績 ３）配置予定技術者の施工能力

第３９回部会にて公告前審査（国道２号津之郷舗装外工事）実施済み。
施工箇所を一部取り止めた（南本庄工区）ため、工事名から「外」を削除し、「国道２号津之郷舗装工事」で公告。



１）簡易な施工計画の加算点

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）
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札
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施
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G
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団
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／
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工
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の
工
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成
績

同
種
工
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工
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成
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優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／
　
安
全
管
理
優
良

技
術
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表
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継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
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予
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技
術
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取
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同
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・
類
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工
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に
お
け
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従
事
役
職
の
経

験 同
種
工
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の
工
事
成
績

舗
装
施
工
管
理
技
術
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作
業
拠
点

技
能
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配
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ス
フ

ァ
ル
ト
フ

ィ
ニ

ッ
シ

ャ
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有 Ａ
ｓ
合
材
プ
ラ
ン
ト
の
保
有
状
況

過
去
の
加
算
点
の
実
績

（
加
算
点
の
1
0
%

）

有
用
な
新
技
術
の
活
用

技
術
開
発

、
資
格
技
術
者
の
保
有

（
　
合
計
　

）

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

第
４
１
回
部
会

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
３
回
部
会

三原バイパス整
備工事

維
持
修
繕

－

・工事延長　9.9km
・土砂運搬　5000m3
・側溝清掃(人力)　1000m
・路面清掃(機械)　20km
・除草(肩掛け式)
1000m2
・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　100m2

三原バイパスにおけ
る整備工事

3
月
31
日

4
月
16
日

5
月
17
日

一
般
競
争

(

施
工
能
力
評
価
方
式

)

簡
易
型

○ 15.0 15.0

30.0

－ － － －
施工上配慮すべき
事項に対する技術
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－ － － － － 12.0 － － － － 6.0 － － － 6.0 － 6.0 － － － － － 3.0 － － － －
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道
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ｒ
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回
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４
２
回
部
会

（
事
後
報
告
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第
４
３
回
部
会

尾道・松江自動
車道尾道外整備
工事

維
持
修
繕

－

舗装工　  1,500m2
側溝工　　  500m
防護柵工   400m
防草Co　　 200m
擁壁工　    100m3
除草　　　 1,000m2

中国横断自動車道尾
道・松江線尾道市美ノ
郷町から三次市甲奴
町における整備工事で
ある。

4
月
1
日

4
月
19
日

5
月
20
日

一
般
競
争

(

施
工
能
力
評
価
方
式

)

簡
易
型

○ 15.0 15.0

30.0

－ － － －
施工上配慮すべき
事項に対する技術
的所見

－ － － － － 12.0 － － － － 6.0 － － － 6.0 － 6.0 － － － － － 3.0 － － － －

33.0

0.0

63.0

3

4

5

５）企業の技
術力

１）～
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③
減
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不
正
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実
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書
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：
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働
福
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地
域
貢
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1

２）企業の施工実績 ３）配置予定技術者の施工能力 ４）施工管理体制
（簡易型）　評価内容
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確
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品
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工事概要 工事の特性
公
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日

開
札
日

《　第４２回部会　》　　　【　入札前　（簡易型）施工能力評価方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表
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a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）
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公
告
前
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(

入
札
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入
札
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) 選
定
方
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施
工
体
制
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認
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工
程
管
理

品
質
管
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施
工
上
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課
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に
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す
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技
術
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見
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施
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配
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き
事
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注
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算
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算
点

内容
３

加
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点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／
安
全
管
理
優
良

請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／
　
安
全
管
理
優
良

技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

予
定
技
術
者
の
取
得
資
格

同
種
・
類
似
工
事
に
お
け
る
従
事
役
職
の
経

験 同
種
工
事
の
工
事
成
績

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

作
業
拠
点

技
能
者
の
配
置

ア
ス
フ

ァ
ル
ト
フ

ィ
ニ

ッ
シ

ャ
ー
の
保

有 Ａ
ｓ
合
材
プ
ラ
ン
ト
の
保
有
状
況

過
去
の
加
算
点
の
実
績

（
加
算
点
の
1
0
%

）

有
用
な
新
技
術
の
活
用

技
術
開
発

、
資
格
技
術
者
の
保
有

（
　
合
計
　

）

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
３
９
回

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
２
回
部
会

国道２号本郷歩
道橋床版外工事

一
般
土
木

Ｃ

・ｺﾝｸﾘｰﾄ床版
750m2
・歩道舗装　300m2
・鋼製高欄　500m
・防護柵工　一式
・区画線　　一式
・足場工　　一式

　近年のコンクリート
劣化問題等を背景に
良好な品質をもった
コンクリートが求めら
れている中、  コンク
リートを主体とした重
要構造物の耐久性
向上を図る必要があ
る。

2
月
15
日

3
月
25
日

4
月
8
日

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

○ 15.0 15.0

30.0

－ － 30.0 －

床版コンクリートに
おける品質・耐久
性向上に対する技
術的所見

30.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 - 4.0 2.0 1.0 - - - - - - - - - 5.4 1.0 1.0 1.0 3.0

59.4 0.0 89.4

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
３
９
回
部
会

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
２
回
部
会

国道２号赤坂トン
ネル外情報ＢＯＸ
耐火防護工事

維
持
修
繕

－

ﾄﾝﾈﾙ部（３ﾄﾝﾈﾙ）
・情報BOX 1,060m
・ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ　8基
・光ｹｰﾌﾞﾙ移設
2,000m
・歩道舗装 500m2
橋梁部（８橋）
・耐火防護　800m
擁壁部（１箇所）
・耐火防護 250m

トンネル内は歩道利
用者の通行に際して
迂回路が確保できな
いことから、作業時に
おける歩道利用者へ
の安全対策が重要で
ある。

2
月
25
日

3
月
24
日

4
月
8
日

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ 15.0 15.0

30.0

－ － 15.0

トンネル内施工時
における歩道利用
者への安全対策に
対する技術的所見

15.0 － － － － 6.0 1.0 3.0 1.0 － 4.0 2.0 1.0 － － － － － － － － － 3.3 － － － －

36.3 0.0 66.3

3

第
４
０
回
部
会

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

河
川

管
理
係

第
４
０
回
部
会

第
４
１
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
２
回
部
会

八田原ダム維持
工事

維
持
修
繕

-

・除草工　１式
・伐木除根工　１式
・清掃工　１式
・植栽維持工　１式
・水質浄化施設維
持工　１式
・植生浄化施設維
持工　１式

本工事は、八田原ダ
ムにおける維持工事
である。

2
月
24
日

3
月
16
日

3
月
30
日

一
般
競
争

(

施
工
能
力
評
価
方
式

)

簡
易
型

○ 15.0 15.0

30.0

－ － － －
施工上配慮すべき
事項に対する技術
的所見

－ － － － － 12.0 － － － － 6.0 － － － 6.0 － 6.0 － － － － － 3.0 － － － －

33.0

0.0

63.0

4 －

備
北
丘
陵
公
園

公
園

工
務
課

第
３
９
回
部
会

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

第
４
２
回
部
会

備北丘陵公園緑
地管理作業

造
園

Ａ
除草
A=180,000m2
移植工　1式

国営備北丘陵公園に
おける除草作業及び
移植作業

3
月

4
月

4
月

一
般
競
争

(

施
工
能
力
評
価
方
式

)

簡
易
型

○ 15.0 15.0

30.0

－ － － －
施工上配慮すべき
事項に対する技術
的所見

－ － － － － 12.0 － － － － 6.0 － － － 6.0 － 6.0 － － － － － 3.0 － － － －

33.0 0.0 63.0

5

４）施工管理体制
５）企業の技
術力

③
減
点

１）～
７）

②加算点

1

または、「（簡易型の場合）評価内容」

２）企業の施工実績 ３）配置予定技術者の施工能力

《　第４２回部会　》　　　【　入札後　（施工体制確認型）　】　　　確認結果一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

①施工体制
評価点

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

参
加
資
格
通
知
日

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

2 3

（
　
合
計
　

）

１）簡易な施工計
画の加算点

１）「（標準型の場合）技術提案他内容」

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
：
-
1
0
%
又

は

、
口
頭
：
-
5
%

」

６）
労
働
福
祉

７）
地
域
貢
献 　

　
備
　
　
考

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

) 入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所
見

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

）

内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所
の
有

無 近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

中
小
企
業
擁
護
育
成
へ
の
取
り
組
み

地
域
活
用
促
進
型

（
　
合
計
　

）

1 ◎

八
田
原
ダ
ム

河
川

電
気
通
信
係

第
４
２
回
部
会

八田原ダムＣＣＴＶ
設備工事

通
信
設
備

-

・ＣＣＴＶ制御装置
１式
・ＣＣＴＶカメラ装置
１台
・据付・調整工
１式
・配線工
１式

工事目的物の性能・
機能の向上のため
機器品質の確認方
法及び管理方法が
重要。また、ライフサ
イクルコスト縮減の
ため設備性能が重
要。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ -

2

3

4

5

《　第４２回部会　》　　　【　公告前　（標準型）　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-

1
0
%
又
は

、
口
頭
：
-
5
%

」

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

１）～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）
施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型



ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

(

公
告
前

)

(

入
札
前

)

(

入
札
後

) 入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

施
工
体
制
確
認
型

地
元
企
業
活
用
促
進
型

性
能
機
能
向
上

コ
ス
ト
縮
減

社
会
適
応
性
に
関
す
る
技
術
的
所
見

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
関
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
抽
出

）

内容
加
算
点

内容
加
算
点

内容
加
算
点

当
該
工
種
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
G
C
制

度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
／

安
全
管
理
優
良
技
術
者
表
彰

継
続
教
育
学
習

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

舗
装
施
工
管
理
技
術
者

有
用
な
新
技
術
の
活
用

地
域
内
に
お
け
る
本
支
店
営
業
所
の
有

無 近
隣
地
域
施
工
実
績

災
害
活
動
実
績

河
川
・
維
持
工
事
実
績

地
元
の
新
卒
者
の
雇
用

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
の
実
績

社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入

中
小
企
業
擁
護
育
成
へ
の
取
り
組
み

地
域
活
用
促
進
型

（
　
合
計
　

）

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

道
路
管
理
第
二
課

第
４
２
回
部
会

福山管内街路樹管
理作業

造
園
工
事

Ａ
・
B

・植樹帯清掃
一式
・植樹芝生管理
一式
・除草工
一式

福山市内中心部の
歩道部にある高木及
び尾道バイパス中央
分離帯部中低木の
剪定作業に際して、
歩行者又は自動車
への安全対策が重
要である。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ －

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄

第
４
２
回
部
会

尾道･松江自動車
道尾道防護柵外設
置工事

維
持
修
繕

－

(工事区間延長
L=17km)
・舗装工
約200m2
・立入防止柵　約
2,500m
・階段工　約30m
・土砂運搬　１式

中国横断自動車道
尾道・松江線尾道市
美ノ郷町から尾道市
御調町における防護
柵外工事である。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ －

3 －

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄

第
４
２
回
部
会

尾道･松江自動車
道世羅防護柵外設
置工事

維
持
修
繕

－

(工事区間延長
L=25km)
・舗装工
約8,000m2
・ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ約500m
・立入防止柵
約2,000m
・階段工　約300m
・側道設置　１式

中国横断自動車道
尾道・松江線尾道市
御調町から三次市
甲奴町における防護
柵外工事である。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ －

4 －

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄

第
４
２
回
部
会

尾道･松江自動車
道道路管理施設新
築工事

建
築

C
・
D

・鉄骨造平屋建新築
Ｎ＝１棟
Ａ＝延べ面積　191m2
・屋外排水設備
新設　１式
・電気設備
新設　１式
・機械設備
新設　１式
・外構　１式

中国横断自動車道
尾道・松江線尾道
市御調町における
建築工事である。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ －

5 －

八
田
原
ダ
ム

河
川

管
理
係

第
４
２
回
部
会

八田原ダム曝気管
理設備設置工事

機
械
設
備

－

曝気管理設備
中央統括制御盤製
作据付　　　１式
自動制御装置製作
据付　　１式

管理所内に設置の
曝気装置を制御す
る機器の品質管理
が重要である。

一
般
競
争

簡
易
型

（
従
来
方
式

）

○ －

《　第４２回部会　》　　　【　公告前　（簡易型）従来方式　】　　　技術提案の審査対象工事一覧表

No.

抽
出
工
事

事
務
所
名

事
業
種
別

担
当
部
署

審
査
対
象
工
事

工事名

工
事
種
別

不
正
又
は
不
誠
実
な
行
為
等
は

、

１

）
～
７

）
の

「
文
書
，
か
し
修
補
：
-

1
0
%
又
は

、
口
頭
：
-
5
%

」

ラ
ン
ク

①施工体制
評価点

参
加
資
格
通
知
日

工事概要 工事の特性
公
告
日

開
札
日

契
約
方
式

　
　
備
　
　
考

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

2 3

（
①
施
工
体
制
評
価
点
＋
②
加
算
点
－
③
減
点

）

【
　
合
計
　

】

（
　
合
計
　

）

２）企業の施工実績
技術提案内容

③
減
点

１）～
６）

②加算点

1

１）技術提案
４）
施工
管理
体制

３）配置予定技術者の能力
５）
企業
の技
術力

６）地域精通度・貢献度

簡易型標準型



　　《　第４２回　》　審査対象業務件数（全体）

件

- － － － 2 件

①プロポーザル方式

2 件

件3
方式／業務種別 －－

土建
コン －

- 件

件-

－ －

－

件

2 - － － －

－ 0

－

公募型 －

簡易公募型

公募型

　評価項目・加算点の審査

【
公
示
・
依
頼
前

】

2

測量

0

－ －－

－ －

5

－ -

－ -

-

方式／業務種別
件

　技術提案の審査　

－ - － － －

土建
コン

【
　
特
定
前
　

】
－

－

8 件

－ 0 件

0 件

－

－ 0－

－

2

－

－

－

0

－ 1 件

0

－ －

－ - － －

①プロポーザル方式

②総合評価落札方
式

-

簡易型

標準型

簡易型

－

発注者支援
公物管理　等

-

－ －

件

0 件

－ 1

件

1 - － －

公募型

簡易公募型

標準型

総合評価型簡易公募型

標準型

総合評価型

標準型

簡易型

標準型

－

2

- － － － 件

②総合評価落札方
式

発注者支援
公物管理　等

標準型 1 - － －

簡易型 － - － － － 0 件

－ － 0
公募型

標準型 － - 件

簡易型 － - － － － 0 件

－

－ 0 件
簡易公募型

標準型 － - － 0－

審査対象業務一覧表　　　総括表

件

簡易型 － - － －



管
理
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

1 -

福
山
河
川
国
道

河
川

調
査
設
計
第
一
課

第
３
９
回
部
会

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

芦田川水環境改善
支援施策検討業務

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

・清流ﾙﾈｯｯｻﾝｽⅡ（変更）ﾌｫ
ﾛｰｱｯﾌﾟ
・水質改善事業の進捗状況
整理検討
・河口堰弾力的放流の効果
検討
・高屋川河川浄化施設の運
用状況整理
・芦田川下流植生浄化ﾓﾆﾀﾘ
ﾝｸﾞの検討
・芦田川下流域水質ﾓﾃﾞﾙの
作成
・流域対策啓発支援
・委員会等資料作成，運営
・河口堰ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査

4
月
1
日

4
月
15
日

総
合
評
価
型

標
準
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

－ － － － － － － － － －

0

－ － － － － － － －

0

－

0 0

3 9 － 15 3 － 2 6 － 10 2 － - - － - - －

50

12 12 6

30

清流ルネッサンスの
これまでの効果検証
と、今後推進するに
あたっての着眼点に
ついて

－ 60 60 - 120 － － － － － 0

120 200

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

調
査
設
計
第
二
課

（
新
直
轄
G
r

）

第
４
０
回
部
会

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

福山管内尾道・松
江自動車道事業推
進検討業務

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

・計画準備
・関係機関等との協議の
支援
　①地元協議支援
　②関係機関等協議支
援
　③上記①②以外で事業
進捗上必要となる調整、
協議
・事業執行上の課題・懸
案の抽出・検討
　④事業促進策の提案
　⑤報告書の作成

3
月
12
日

4
月
22
日

標
準
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
方
式

6 12 6 32 4 － － － － －

60

7 10 7 － － 32 4 －

60

－

0 120

4 21 3 - - － 2 14 2 － － － － － － － － －

46

16 16 10

42

事業推進検討にあ
たっての留意点お
よび実施体制

10 12 9 9

40

事業推進方策の提
案にあたっての着
目点

－ 6 6 －

12 52 140

3 －

八
田
原
ダ
ム
管
理
所

河
川

管
理
係

第
４
０
回
部
会

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

八田原ダム自然環
境調査（陸上昆虫
類等）業務

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

陸上昆虫類等調査　１
式

3
月
9
日

4
月
15
日

簡
易
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
方
式

6 12 12 26 4 － － － － －

60

8 14 8 － － 26 4 －

60

－

0 120

5 11 4 16 4 － - - － - - － - - － - - －

40

20 10 10

40

－ － － － -

0

－ － － － －

0 0 80

4 －

国
営
備
北
丘
陵
公
園

公
園

調
査
・
品
質
確
保
課

第
４
０
回
部
会

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

権現古池実施設計
外業務

土
木
関
係
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

●測量
　路線測量・・・・・・・・・・0.16km
●地質調査
　土質ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・・・・・・・・30m
　岩盤ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・・・・・・・・・ 8m
　標準貫入試験・・・・・・・・38回
　現場透水試験・・・・・・・・・8回
　ｵｰｶﾞｰﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ・・・・・・・・9m
　室内土質試験・・・・・・・各1試料
　　（密度試験、含水比試験、
　　　粒度試験、液性限界試験、
　　　塑性限界試験、締固め試検
　　　透水試験、三軸圧縮試験）
●設計
　ため池改修実施設計・・・2箇所
　工事用道路詳細設計・・・0.2km
　土取場設計・・・・・・・・・・・1式

2
月
24
日

4
月
12
日

標
準
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
方
式

8 16 － 32 4 － － － － －

60

11 13 － － － 32 4 －

60

－

0 120

7 14 － 20 5 － － － － － － － － － － － － －

46

16 16 10

42

地形条件を考慮し
たため池改修設計
の留意点について

- 28 24 －

52

－ － － － －

0 52 140

5

第
４
０
回
部
会

国
営
備
北
丘
陵
公
園

公
園

調
査
・
品
質
確
保
課

第
４
０
回
部
会

第
４
２
回
部
会

（
事
後
報
告

）

湖沼井戸現況調査
業務

測
量

・採水調査（地表水）
　　採水（15箇所）・・・・・・・・・4回
　　資料の運搬・・・・・・・・・・・1式
・採水調査（井戸水）
　　採水（31箇所）・・・・・・・・・4回
　　水質分析・・・・・・・・・・124試料
・井戸水位観測（18箇所）・・22回
・国兼池水位観測
　　水位観測・・・・・・・・・・・・45回
　　池状況写真撮影・・・・・・45回
・池水位観測（6箇所）・・・・・22回
・池水位測定（16箇所）
　　池水位測定・・・・・・・・・・22回
　　池状況写真撮影・・・・・・22回
・自記水位計の保守点検
　（16箇所）　　・・・・・・・・・・・22回
・流量観測（12箇所）・・・・・・45回

2
月
24
日

4
月
12
日

簡
易
型

簡
易
公
募
型
総
合
評
価
方
式

6 12 12 26 4 － － － － －

60

8 14 8 － － 26 4 －

60

－

0 120

5 11 4 16 4 － － － － － － － － － － － － －

40

20 20 －

40

－ － － － －

0

－ － － － －

0 0 80

抽
出
業
務

《　第４２回部会　》　　【　審査対象業務一覧（特定前）　】

独
創
性

特定（評価）

特定
テーマ①

（
小
計

）

特定
テーマ②

（
小
計

）

整
合
性

（
小
計

）

実施方針

的
確
性

実
現
性

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

内容

整
合
性

的
確
性

実
現
性

独
創
性

照査技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

技
術
者
資
格

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰

従
事
期
間

予定技術者

管理技術者 担当技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

（
小
計

）

資
格
・
実
績

業
務
実
績

地
域
精
通
度

業
務
成
績

選定段階評価

【
合
計

】
（
小
計

）

予定管理技術者の経験及び能力
業務実施

体制

技
術
者
資
格

手
持
ち
業
務
量

履
行
保
証
能
力

従
事
期
間

（
小
計

）

地
域
精
通
度

同
種
類
似
業
務
の
成
績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為
△
５

業
務
実
施
体
制

業
務
実
績

地
域
精
通
度

雇
用
関
係

業
務
成
績

表
彰

資
格
・
実
績

表
彰

瑕
疵
担
保
力

遵
法
性

（
小
計

）

表
彰

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

従
事
期
間

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程

・
そ
の
他

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別

業
務
実
績

業
務
成
績

地
域
精
通
度

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格

表
彰

常
駐
技
術
者

技
術
者
資
格

内容

【
合
計

】

従
事
期
間

業務概要
評
価
型

入
札
契
約
方
式

同
種
類
似
業
務
の
実
績

技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

経
営
力公

示
・
提
出
依
頼

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

規定の参加表明者数が集まらなかったため、
契約方式変更（簡易公募型ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ）により、再手続き。



成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

成
績
・
表
彰

資
格
・
実
績
等

1 ◎

福
山
河
川
国
道

河
川

河
川
管
理
課

第
４
２
回
部
会

芦田川河口堰管理
フォローアップ検討
業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１．計画準備
２．定期報告書の作
成
３．ワーキンググルー
プ開催資料作成
４．フォローアップ委
員会審議結果とりまと
め
５．報告書作成

（
簡
易
公
募
型

）
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

総
合
評
価
型

2 －

福
山
河
川
国
道

道
路

新
直
轄
Ｇ
ｒ

第
４
２
回
部
会

尾道・松江自動車
道事業計画推進検
討業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

１．全体調整
２．地元協議支援
３．関係機関協議
支援
４．資料作成

（
簡
易
公
募
型

）
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

総
合
評
価
型

3

4

5

《　第４２回部会　》　　【　審査対象業務一覧（公示・提出依頼前）　】

独
創
性

特定（評価）

（
小
計

）

特定（評価）
テーマ②

（
小
計

）

的
確
性

（
小
計

）

実施方針

業
務
理
解
度

実
施
手
順

そ
の
他

内容

的
確
性

実
現
性

独
創
性

（
小
計

）

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

照査技術者

資
格
・
実
績

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
執
行
技
術
力

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

管理技術者 担当技術者

資
格
・
実
績

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

資
格
・
実
績
等

技
術
者
資
格
等

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

成
績
・
表
彰

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

【
合
計

】

予定技術者

専
任
制

（
小
計

）

実
施
方
針

・
実
施
フ
ロ
ー

・
工
程
表

・
そ
の
他

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

資
格
・
実
績
等

業
務
執
行
技
術
力

（
小
計

）

業
務
執
行
技
術
力

No

事
務
所
名

業務名

業
務
種
別

抽
出
業
務

公
示
・
提
出
依
頼

特
定
・
入
札

備
考

特定（入札）段階

技
術
者
資
格
等

技
術
者
資
格
等

特
定

（
評
価

）
テ
ー
マ
の
整
合
性

【
合
計

】

技
術
者
資
格
等

予定管理技術者の経験及び能
力

調
達
方
式

内容

事
業
種
別

担
当
部
署

公
示
・
提
出
依
頼
前

特
定
・
入
札
前

業務概要
技
術
登
録
部
門

参加表明者の経験及び能力

業
務
執
行
技
術
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

（
文
書
－
５
，
口
頭
－
３

）

業
務
執
行
技
術
力

地
域
精
通
度

選定（指名）段階評価

成
果
の
確
実
性

資
格
・
実
績
等

遵
法
性

成
果
の
確
実
性

（
小
計

）

業務実施
体制

予定照査技術者の経
験及び能力

（
小
計

）

技
術
者
資
格

業
務
執
行
技
術
力

専
任
制

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

成
績
・
表
彰

業
務
執
行
技
術
力

（
従
事
期
間

）

（
小
計

）

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得
状
況

履
行
保
証
力

迅
速
性

地
域
貢
献
度

瑕
疵
担
保
力

全体

（
小
計

）

業
務
コ
ス
ト
の
妥
当
性

業
務
規
模
と
大
き
く
乖
離
が
有

る
場
合
は
非
特
定

特定（評価）
テーマ①

実
現
性



資格要件 専門技術力 情報収集

技術者資格等 業務執行技術力 地域精通度

1 －

福
山
河
川
国
道

道
路

工
務
課

（
機
械

）

第
４
２
回
部
会

（
持
ち
回
り

）

福山管内機械設備積算技
術業務

土
木
関
係
建
設
ｺ
ﾝ
ｻ
ﾙ
ﾀ
ﾝ
ﾄ

工務課（機械）より発注
される業務の設計書を
作成するにあたり、業務
発注用図面、数量総括
表（数量計算書）、積算
資料、積算データ等を作
成支援することにより、
当該事務所における業
務発注を円滑に行う事を
目的とする。

標
準
型

一
般
競
争
入
札

総
合
評
価
落
札
方
式

2

3

4

5

（
小
計

）

《　第４２回部会　》　　【　審査対象業務一覧（公告前）　】　　発注者支援業務

業務名

実
現
性

実
現
性

（
計

）

実
施
体
制

平
成
１
２
年
度
以
降
の
管

内
で
の
業
務
実
績

予定管理技術者の経験及び能力

（
小
計

）

公
告
日

参
加
資
格
通
知
日

平
成
1
2
年
度
以
降

の
同
種
又
は

、
類
似

業
務
の
内
容

評
価
型

入
札
契
約
方
式

備考

評価項目／着目点

技
術
者
資
格
等

、
そ

の
専
門
分
野
の
内
容

実施方針

（
計

）

（
小
計

）

業
務
理
解
度

管理技術者

的
確
性

評
価
テ
ー
マ
の

整
合
性

事
務
所
名

業
務
種
別

No
公
告
前

参
加
資
格
通
知
前

抽
出
案
件

事
業
種
別

担
当
部
署

業務概要

全体

評価テーマに対する技術提案

（
合
計

）

テーマ内容
的
確
性

（
計

）

評価テーマ ① 評価テーマ ②

テーマ内容
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